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ゆ
る
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
案
」
の
骨

子
の
中
に
、
平
成
29
年
度
を
目
途

に
国
保
の
運
営
主
体
を
都
道
府
県

単
位
に
移
行
す
る
方
向
と
あ
る
た

め
、
奈
良
モ
デ
ル
と
し
て
進
め
て

き
た
国
保
の
県
単
位
の
広
域
化
は

見
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本

市
と
し
て
は
、
今
後
の
進
行
状
況

を
注
視
し
、
県
各
市
と
協
議
を
重

ね
、
適
切
に
対
応
し
た
い
。

本
市
で
は
国
保
証
の
発
行
に

つ
い
て
、
正
規
の
保
険
証
以
外
に

６
カ
月
、
３
カ
月
の
短
期
保
険
証

を
発
行
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
の

国
保
世
帯
に
正
規
の
保
険
証
を
発

行
す
べ
き
で
あ
る
。
本
市
の
短
期

保
険
証
の
発
行
件
数
は
、
平
成
25

年
６
月
１
日
時
点
で
２
，
４
８
３

件
と
県
内
で
一
番
多
い
。
発
行
基

準
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
市
役
所
で
の
留
め
置

き
に
つ
い
て
も
９
５
５
件
と
県
内

で
一
番
多
い
。
基
準
と
理
由
は
。

そ
れ
と
長
期
に
わ
た
る
留
め
置
き

は
あ
る
の
か
。

短
期
証
の
発
行
は
、
き
ち
ん

と
納
税
さ
れ
て
い
る
方
と
の
公

平
、
平
等
の
観
点
か
ら
、
納
税
意

識
を
高
め
て
も
ら
う
、
納
税
相
談

の
機
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
標

に
、
取
扱
要
綱
を
定
め
、
適
用
基

準
を
設
け
対
応
し
て
い
る
。
６
カ

月
証
の
基
準
は
、
４
月
の
新
年
度

更
新
時
で
、
前
年
度
正
規
証
世
帯

で
あ
っ
た
方
で
、
現
年
度
、
過
年

度
ご
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
税
が

半
分
以
上
入
っ
て
い
な
い
場
合
な

ど
で
あ
る
。
３
ヶ
月
証
に
も
基
準

が
あ
り
、
３
カ
月
の
留
め
置
き
に

つ
い
て
は
、
条
件
に
加
え
納
税
相

談
に
応
じ
な
い
方
を
対
象
と
し
て

い
る
。
短
期
証
の
発
行
件
数
に
つ

い
て
は
、
各
市
町
村
で
要
綱
や
基

準
が
違
い
、
保
険
証
の
切
り
替
え

時
期
が
違
う
市
も
あ
る
上
、
発
行

数
も
変
動
し
て
お
り
比
較
は
難
し

い
。
留
め
置
き
期
間
が
長
期
に
及

ぶ
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
が
、
納

税
相
談
が
な
く
滞
納
事
情
を
確
認

で
き
な
い
場
合
、
や
む
を
得
な
い

と
考
え
る
。

厚
生
労
働
省
国
民
健
康
保
険

課
長
か
ら
「
留
保
が
長
期
間
に
及

ぶ
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
」
と
い

う
通
達
が
出
て
い
る
。
速
や
か
に

交
付
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

最
終
的
に
来
ら
れ
な
い
場
合

は
資
格
者
証
と
い
う
手
順
に
は
な

っ
て
い
る
が
、
来
庁
さ
れ
れ
ば
幾

分
か
解
決
に
つ
な
が
る
。
来
庁
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
体
制
、
そ

し
て
周
知
に
努
め
た
い
。
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
の
Ｉ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
Ｃ
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

Ｔ
で
、
情
報
通
信
技
術
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
本
市
の
小
・
中
学
校

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
現
状
は
。

平
成
23
年
度
か
ら
小
・
中
学

校
に
つ
い
て
、
毎
年
そ
れ
ぞ
れ
１

校
ず
つ
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
進
め
て
い

る
。
現
在
、
小
学
校
３
校
、
中
学

校
３
校
。電
子
黒
板
に
つ
い
て
は
、

小
学
校
９
校
、
中
学
校
３
校
。
タ

ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
か
ら
全
中
学
校
に
教

師
用
と
し
て
導
入
し
て
い
る
。

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
つ
い
て
は
、

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境
か
。

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
は
な
い
。

電
子
黒
板
の
使
用
状
況
は
。

英
語
を
中
心
に
、
算
数
や
数

学
、
家
庭
科
等
で
活
用
さ
れ
て
い

る
が
、
台
数
も
少
な
い
た
め
、
教

室
へ
の
移
動
や
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な

ど
課
題
も
あ
り
、
活
用
に
つ
い
て

は
、
学
校
間
や
、
教
員
間
に
よ
り

偏
り
が
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
計
画
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
を
進
め
て
い
く
の
か
。

い
ま
の
子
ど
も
た
ち
は
、
生

ま
れ
な
が
ら
に
情
報
化
に
慣
れ
親

し
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
ネ
ッ
ト

依
存
症
と
い
う
言
葉
も
あ
り
、
正

し
い
知
識
、
使
い
方
を
小
さ
い
と

き
か
ら
教
え
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
具
体
的
に
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
や
電
子
黒
板
を
何
年
に
導

入
す
る
と
い
う
計
画
は
な
い
が
、

本
市
の
子
ど
も
た
ち
が
時
代
の
波

に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
し
た
い
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

と
並
行
し
て
、
自
然
体
験
や
海
外

体
験
な
ど
の
社
会
勉
強
も
し
て
も

ら
い
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
人
間
形

成
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進

法
」
施
行
を
受
け
て

複
数
の
課
の
職
員
が
、
兵
庫

県
川
西
市
の
「
川
西
市
子
ど
も
の

人
権
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
」
に
つ

い
て
視
察
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

視
察
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
は
。

教
育
委
員
会
か
ら
は
、
人
権

教
育
課
長
、
学
校
教
育
課
指
導
主

事
１
名
。
市
民
文
化
部
か
ら
は
、

部
長
、
副
部
長
１
名
、
人
権
政
策

課
長
、
人
権
政
策
課
の
人
権
担
当

職
員
１
名
。
福
祉
部
か
ら
は
、
子

育
て
支
援
課
長
が
参
加
し
た
。

『
橿
原
の
教
育
』
と
い
う
冊

子
の
配
布
対
象
は
。

毎
年
作
成
し
て
お
り
、
今
年

度
は
60
冊
作
成
し
、
各
議
員
、
市

長
以
下
市
の
幹
部
、
教
育
委
員
会

の
部
課
長
、行
政
委
員
に
配
布
し
、

図
書
館
、
情
報
公
開
室
に
も
置
い

て
い
る
。
庁
内
へ
の
周
知
と
し
て

は
、
文
書
管
理
に
も
掲
載
し
て
い

る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
お
り
、
市
民
の
方
も
閲
覧
で

き
る
。冊

子
の
内
容
に
つ
い
て
、
各

学
校
に
伺
う
こ
と
は
可
能
か
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
学
校
か

ら
上
が
っ
て
き
た
デ
ー
タ
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
行
っ
て
い
た
だ
い

て
か
ま
わ
な
い
。

青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
「
相
談

活
動
」
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

青
少
年
セ
ン
タ
ー
は
、
社
会

教
育
課
の
主
管
で
あ
り
、
青
少
年

の
健
全
育
成
、
非
行
防
止
な
ど
を

目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
て
お
り
、

巡
回
指
導
、
青
少
年
指
導
員
に
関

す
る
こ
と
等
の
業
務
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
学
校
生
活
や
家

学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

ICT 教育
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